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認知症者の運転免許制限に関する社会的コンセンサス
第101回日本精神神経学会総会シンポジウム．
精神経誌：107，2005
S市：人口80万人，高齢化率17%
I市：人口3.7万人，高齢化率20%
N町：人口4.5千人，高齢化率36%

高齢者講習受講者3000名に対するアンケート調査
（平成26年4月実施）．警察庁交通局資料
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認知症者の自動車運転について

運転免許証の取り消し・自主返納に対応する「生活の質」の保証

大阪府警察本部運転免許課提供資料

中山間部では仕事のために運転し
ている高齢者の割合が多い

75歳以上高齢運転者の運転免許の返納率（警察庁資料より作図）



認知症者の自動車運転について
「認知症」と一括されていることの問題点．実車テスト導入の必要性

• 認知症の人の運転に何らかの制限を加えることに対する社会的なコンセンサスはほぼ得られている．しかし，
当事者になった場合の反応は全く異なる．

• 運転免許の自主返納の促進が，重要である．その大前提として，自主返納後の生活支援策が喫緊の課題で
ある．多様な支援策が自主返納率の向上に効果を上げている地域もあるが，地域差が大きい．地域の個別
性を残した上で，国の統一した支援策も必要ではないか．

• 認知症の原因疾患により，運転行動の特徴や事故の発生率も異なるはずである．必ずしも認知機能障害の
程度と危険運転が相関しない疾患もあり，実車テストによる評価が必要不可欠である．

2004年時点の自験例による運転状況

前頭側頭葉変性症（FTLD）とアルツハイマー病（AD）の運転特徴
Fujito R et al : Psychogeriatrics (2015)より作図


